
農林水産商工常任委員会提出資料 

（令和７年２月２１日） 
 
 
 

 項 目                                                                 ページ  
   

■  「白鵬８５の３」の経済効果について 

                             【畜産振興課】･･････････   ２ 

 

■  特定家畜伝染病発生時における防疫業務に関する協定の締結について 

                             【家畜防疫課】･･････････   ３ 

 

■  「第４回日本伐木チャンピオンシップin鳥取」の世界大会に向けた 

  公認大会決定について 

                             【林政企画課】･･････････   ４ 

 

■  第22回さかいみなと漁港・市場活性化協議会の開催及びさかいみなと 

  漁港・市場活性化ビジョンの改訂（案）について 

                             【境港水産事務所】･･････････   ５ 

 

■  首都圏とっとりジビエレストランフェア２０２５の開催について 

                             【食パラダイス推進課】･･････････   ６ 

 

■  一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について 

                             【農地・水保全課】･･････････   ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    

農 林 水 産 部 

－1－



「白鵬８５の３」の経済効果について 

令和７年２月２１日  

畜 産 振 興 課  
 

令和６年 12 月に死亡した種雄牛「白鵬８５の３」がもたらした経済効果について、「白鵬

８５の３」の産子の和子牛セリ市場での販売等と平成２９年第１１回全国和牛能力共進会宮

城大会での「肉質日本一」獲得による経済波及効果を推計して算出しましたので報告します。 

 

１ 「白鵬８５の３」関連の経済効果  600 億円  

（内訳）精液販売額２億円、子牛販売額 85 億円、肉牛販売額 158 億円、 

購買者誘致５億円、経済波及効果 350 億円 

 

 

２ 各項目の推計値 

（１）凍結精液販売額 ２億円 

  畜産試験場が製造し、平成 23年から令和５年までに県内の和牛生産者に販売した 

「白鵬８５の３」の凍結精液 34,365 本の総売上額。 
 
（２）子牛販売額 85 億円 

   「白鵬８５の３」の凍結精液を種付けし、生産された子牛（受精卵由来の産子を含 

む）で平成 25 年から令和５年にかけて鳥取県和子牛せり市場に出荷され取引された

9,844 頭の総売上額。 
 
（３）肉牛販売額 158 億円 

   鳥取県内で生産された「白鵬８５の３」産子を、県内外で肥育し肉牛として出荷さ 

  れた 12,000 頭の枝肉総売上額の推測値。 
   
（４）購買者誘致 ５億円 

   平成 26 年から令和５年にかけて、鳥取県和子牛せり市場への県外購買者の増加数を 

  延べ 8,000 人とし、来県による経済効果を試算したもの。 

 

 （５）経済波及効果 350 億円 

    「白鵬８５の３」の精肉が県内外の小売り店や飲食店に流通した際の総売上高の推

測値に加えて、平成 29年以降の「肉質日本一」獲得によるメディア効果（アンテナシ

ョップの８割と仮定）を加えて試算したもの。 

 

「白鵬８５の３」が鳥取県にもたらした経済効果を確認し、改めて和牛王国とっとりの復

活に多大なる貢献を果たした功績を讃え、感謝するとともに、今後「白鵬８５の３」のよう

な全国に誇れる種雄牛の造成に向けて、関係機関と力を合わせて取り組んでいきます。 
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特定家畜伝染病発生時における防疫業務に関する協定の締結について 

                      令和７年２月２１日 

                      家 畜 防 疫 課 

有事の初動体制を強化し、家畜伝染病の早期封じ込めと畜産物の安定供給を図るため、高病原性鳥イ

ンフルエンザや豚熱等の特定家畜伝染病発生時に必要となる防疫業務へ協力いただくための協定を３者

と締結しました。今後も、迅速かつ円滑な防疫対応体制を整備するため、関係団体と調整していきます。 

 

１ 鳥取県農業協同組合中央会、鳥取県農業共済組合との合同調印式の概要 

（１）日時 

令和７年１月30日（木） 午後１時から１時20分まで 

（２）場所 

第４応接室  

（３）出席者 

  ・鳥取県農業協同組合中央会 

    代表理事会長 栗原 隆政（くりはら たかまさ）氏 

  ・鳥取県農業共済組合組合長理事 榎本 武利（えのもと たけとし）氏 

  ・鳥取県知事 平井 伸治 

（４）協力業務の主な概要 

団体名 協力業務 

鳥取県農業協同
組合中央会 

① 発生農場における家畜の殺処分、消毒等作業に関する業務 
② 患畜等補償のための評価業務 
③ 畜産関係者への消毒ポイント、移動制限措置の情報周知 
④ 団体構成員、関係事業者への情報提供、相談窓口の設置 

（風評被害対策を含む） 

鳥取県農業共済
組合 

発生農場における家畜の殺処分、消毒等作業に関する業務 

２ 一般社団法人鳥取県産業資源循環協会との調印式の概要 

（１）日時 

      令和７年２月10日（月） 午後２時から２時20分まで 

（２）場所 

第４応接室 

（３）出席者 

  ・一般社団法人鳥取県産業資源循環協会 

    会長        三輪 陽通（みわ はるみち）氏 

    副会長（東部地区） 牧浦 健泰（まきうら たけやす）氏 

    副会長（中部地区） 岡﨑 博紀（おかざき ひろき）氏 

    副会長（西部地区） 佐田山 一成（さだやま かずなり）氏 

    専務理事兼事務局長 土井 博文（どい ひろふみ）氏 

  ・鳥取県知事 平井 伸治 

（４）協力業務の主な概要 

  ① 埋却又は焼却する家畜等の農場からの搬出及び輸送に関する業務 

  ② 発生農場における防疫作業の支援業務（オペレーター業務） 

３ 本県と民間事業者との防疫業務に係る協定締結状況 
  15 団体（（一社）鳥取県建設業協会(H22. 7.20)、（一社）鳥取県中部建設業協会(H24. 5.11)、（一社）鳥取県東部建設業協

会(H24. 5.21)、（一社）鳥取県八頭建設業協会(H24. 5.21)、（一社）鳥取県西部建設業協会(H24. 6. 7)、（一社）鳥取県日野

建設業協会(H24. 6.15)、（一社）鳥取県トラック協会(H25. 5.28)、（一社）日本建設機械レンタル協会中国支部山陰部会

(H25.11.25) 、NPO 法人コメリ災害対策センター(H27. 7.20)、山陰酸素工業（株）(R 2.12.21) 、（株）シバタ中国支部米子営

業所(R 3. 1. 6)、（公社）鳥取県獣医師会(R 6. 1.12) 、鳥取県農業協同組合中央会(R 7. 1.30)、鳥取県農業共済組合(R 7. 

1.30) 、（一社）鳥取県産業資源循環協会(R 7. 2.10)） 
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「第４回日本伐木チャンピオンシップin鳥取」の世界大会に向けた公認大会決定について 

 

令和７年２月２１日  

林 政 企 画 課  

 

 令和７年10月18・19日に鳥取砂丘オアシス広場で開催する「第４回日本伐木チャンピオンシッ

プin鳥取」が、令和８年３月にスロベニアで開催される「第36回世界伐木チャンピオンシップ」

に出場する日本代表選手を選出する公認大会となりました。地方組織による大会が公認されるの

は全国初です。 

 

１ 世界伐木チャンピオンシップ（ＷＬＣ）と日本伐木チャンピオンシップ（ＪＬＣ） 

○ＷＬＣ（主催：世界伐木チャンピオンシップ協議会）は、50年以上の歴史を持つ由緒ある林

業技術の大会であり、近年は隔年で開催され、ヨーロッパを中心に約20か国から100名を超え

る選手が参加している。 

○ＪＬＣ（事務局：全国森林組合連合会）は、ＷＬＣに出場する日本代表選手を選出する国内

大会として、平成26年から青森県で隔年開催されてきた。 

直近では、令和６年６月の第５回ＪＬＣで選出された５名が、同年９月の第35回ＷＬＣ（オ

ーストリア大会）に出場し、好成績を収めている。 

 

２ 公認までの経緯 

○本県では、「日本伐木チャンピオンシップin鳥取」（事務局：公益財団法人鳥取県林業担い

手育成財団）を令和元年から隔年で過去３回開催しており、全国的に大会の認知度が高まり

参加選手も増加してきた。令和７年秋の開催に向けて、令和６年11月22日に実行委員会を設

立し、準備を進めていたところである。 

○一方、第36回ＷＬＣ（スロベニア大会）が令和８年３月12～15日に開催されることが決定

し、令和７年末までに日本代表選手の選出が必要であることから、令和７年１月30日に東京

都で開催されたＪＬＣ実行委員会において、本県の開催実績や実施体制等が高く評価され、

「第４回日本伐木チャンピオンシップin鳥取」が、ＷＬＣの出場選手を選出する大会として

公認決定された。 

○これを受け、令和７年２月12日の第２回実行委員会において、開催日の決定、開催計画の変

更等が承認された。 

今後、青森県の審判団や全国森林組合連合会の全面的な協力の下、審判レベルの向上など実

施体制の強化を図るとともに、本大会を契機として、安全で正確な伐倒技術の習得、林業の

新たな魅力の発信、新規林業就業者数の拡大等が一層進むよう取り組んでいく。 

 

 

＜開催計画の概要＞ 

名称   第４回日本伐木チャンピオンシップin鳥取 

開催日  令和７年10月18日（土）予選、19日（日）決勝 

会場   鳥取砂丘オアシス広場（鳥取市福部町湯山） 

競技部門 ・プロフェッショナルクラス  60名 

     ・ジュニアクラス（24歳未満） 10名 

     ・レディースクラス      10名 計80名（全国から募集） 

競技種目 ＷＬＣルールによる全５種目 

     （伐倒、丸太合わせ輪切り、接地丸太輪切り、枝払い、ソーチェーン着脱） 
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第22回さかいみなと漁港・市場活性化協議会の開催及び 

さかいみなと漁港・市場活性化ビジョンの改訂（案）について 

令和７年２月２１日 

境港水産事務所 

 第 22 回さかいみなと漁港・市場活性化協議会（以下、「協議会」という。）が開催されましたので、結果の

概要とさかいみなと漁港・市場活性化ビジョン（以下、「活性化ビジョン」という。）の改訂（案）等について報

告します。 

１ 開催概要 

（１）日時  令和７年２月６日（木）午前10時30分から11時30分 

（２）場所  境港水産物地方卸売市場２階大研修室 

２ 議事 

（１）活性化ビジョン改訂（案）について 

   社会情勢や水産資源の変動を受けて、前回協議会において改定が決定した「活性化ビジョン」について、

改訂（案）が示され、委員意見を反映した修正を行うことが承認された。 

なお、重点課題とされた陸上処理能力の課題については、令和７年１月 30 日開催の「冷凍・冷蔵施設ワ

ーキンググループ」において検討された「10 年後の水揚目標」と「浮魚資源増に対応するための方策」を

改訂（案）に含むこととなった。 

【冷凍・冷蔵施設ワーキンググループ検討結果の概要】 

   ・10年後の水揚目標を20万トン／年とする。 

   ・20万トン／年のためには、１日当たりの処理能力は2,000トン、冷凍保管能力は78,000トンが必要。 

   ・方策として、各社の凍結庫の機能向上や冷凍保管庫の更新、共同利用冷凍保管庫の整備、大型トラック

スケールの整備、輸出促進、企業誘致等を提案。 

  【活性化ビジョン改訂（案）の概要】 

  ・境港の強みとして、高度衛生管理下での水産物取引が可能なことと耐震・耐津波の災害に強い漁港である

ことを追加する。 

  ・活性化ビジョンの取組方針と新たに追加する具体的な施策 

    Ⅰ 信頼される漁港・市場づくり（漁港・市場機能の強化） 

     ・災害への備えの促進、高度衛生管理型市場の維持管理、汚水処理施設の改修、係留岸壁の充実、臨

港道路の気候変動対策の検討 

    Ⅱ 活力がある漁港・市場づくり（集荷・販売力の強化） 

     ・凍結能力・凍結保管能力の確保、県外への輸送能力強化、企業誘致、輸出促進 

    Ⅲ 親しまれる漁港・市場づくり（観光連携及び地域活性化の推進） 

     ・漁港見学ツアーの充実・インバウンド対応、見学通路の活用促進 

ア 委員の主な意見 

  ・現状、まき網では漁獲制限が行われているが、できるだけ緩和するために冷凍保管能力、凍結能力の向

上を盛り込んだ改訂案であることに対し、肯定的な意見が多数であった。 

  ・冷凍保管庫整備については、民間企業のグループ化以外の手段、具体的には県、市及び三セク等が共同

利用冷凍保管庫を整備することも将来ビジョンとして記載があってよいという意見が出た。 

  ・輸出促進という観点で境港は重要な拠点であり、境港の機能アップを考える中で境港からの水産物輸出

を検討する等、輸出促進に関する話題もあがった。 

イ 今後のスケジュール 

・年度内（令和７年３月予定）に活性化ビジョン改訂の最終案を協議会に提案し、検討・承認を受けて策

定する見込みである。 

（２）津波を想定した避難訓練の実施について 

   次のとおり実施することが了承された。 

   ・日   時  令和７年２月28日（金）９時30分 

   ・対 象 者  市場内で作業される水産関係者・市場関係者及び近隣の水産関係者 

   ・想  定  鳥取沖西部＋東部断層（Ｆ５５断層）で震度６強の地震が発生し、３分後に大津波警報が

発表される。 

   ・訓練内容  避難誘導及び自主避難所の開設訓練 
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首都圏とっとりジビエレストランフェア２０２５の開催について 

令和７年２月２１日  
食パラダイス推進課  

 

東京都内でとっとりジビエの消費拡大を図るため、｢ミシュランガイド東京２０２５｣で星付きのレスト

ランなど10店舗が参加する｢とっとりジビエレストランフェア２０２５｣を開催中です。フェア開催中、参

加レストランで「とっとりジビエ」を使用した特別メニューを提供しています。 
 

１ 期間 令和７年２月10日(月)から２月28日(金)まで 

２ 場所 東京都内のレストラン10店舗 

３ 参加店舗とメニュー 
店舗名 シェフ メニュー名 所在地 ミシュラン 

KAIRADA 
（カイラダ） 

皆良田 光輝 
（かいらだ こうき） 

とっとりジビエ鹿のコンフィとソーセージ  東京都中央区銀座2-14-6 

第2 松岡ビル 1F 

 

La paix  
（ラペ） 

松本 一平  
（まつもと いっぺい） 

鳥取鹿とフォアグラのパイ包み焼き ポルト

ソース  

東京都中央区日本橋室町1-9-4 

井上第3 ビル B1F  

1 つ星 

à table  
（アターブル） 

中秋 陽一  
（なかあき よういち） 

鳥取産鹿肉のパイ包み ソースグランヴヌ

ール  

東京都文京区湯島3-1-1 
木村ビル 1F 

 

Héritage by Kei Kobayashi  
（エリタージュ バイ ケイ コバヤシ） 

村島 輝樹  
（むらしま てるき） 

鳥取県産シカロースのアンクルート仕立て
ソースポワブラード  

東京都港区赤坂9-7-1 
東京ミッドタウン 
ザ・リッツ・カールトン東京 45F 

1 つ星 

銀座レカン  

 

栗田 雄平  
（くりた ゆうへい） 

鳥取県産鹿腿肉のポトフ 原木しいたけの
ニョッキとともに  

東京都中央区銀座4-5-5 
ミキモトビル B1F 

1 つ星、 
グリーンスター 

Chez Olivier 
（シェ オリビエ） 

オリビエ･オドス  鳥取県産鹿もも肉とロース肉、ピレネー産
モミの胡椒、菊芋のテリーヌ、ポワヴラード
ソース  

東京都千代田区九段南4-1-10 
グランドメゾン九段南 1F 

 

代官山ASO チェレステ  

日本橋店  

菊池 恒毅  
（きくち こうき） 

とっとりジビエ「鹿ロース」のアロッスト ラズ
ベリーとビーツのソース リンゴと生黒胡椒
のコンディメント  

東京都中央区日本橋室町1-4-1 
日本橋三越本店新館10F 

 

TOUMIN 
（トウミン） 

井口 和哉  
（いぐち かずや） 

鳥取わかさ鹿 月光ゆり根 ティムールペッ

パー  

東京都港区西麻布2-24-14 
バルビゾン 73 2F  

 

ブラッスリー ポール・ボキュ

ーズ 銀座 

鈴木 啓太  
（すずき けいた） 

とっとりジビエ鹿ロースのロティ パセリ風味

のヴィエノワーズ 

東京都中央区銀座2-2-14 
マロニエゲート銀座1 10F  

 

HOPPERS by SPICE Cafe 
（ホッパーズ バイ スパイスカフェ）  

マヘシュ・ラサン

タ  

とっとりジビエ スリランカの伝統的な鹿肉カ

レー  

東京都中央区日本橋兜町7-1 
KABUTO ONE 1F 

ビブグルマン 

４ とっとりジビエの特徴 
・県内で捕獲され、鳥取県解体処理衛生管理ガイドラインに基づいて営業している15解体処理施設のう
ち、鳥取県ＨＡＣＣＰ適合施設に認定された３施設において処理されたジビエを「とっとりジビエ」
としており、わかさ２９工房、ちづdeer’s、日本猪牧場の３施設が認定され、県内のジビエの85％
以上を解体している。 

・とっとりジビエは、豊かな大自然の中で育ち、猟師が適切に捕獲及び止め刺後迅速に解体処理施設に
持ち込み、高い技術で解体されるため、安全・安心で非常に美味しい肉として多くのシェフに高い評
価をいただいている。 

５ これまでの実績 
・平成30年度から開催しており７回目の開催。 

・令和５年度：参加店舗11店舗、実食数981。令和４年度：参加店舗13店舗、実食数1,010。 

６ とっとりジビエ料理講習会開催について 

レストランフェアに先立ち令和７年１月22日（水）に、フェア参加店舗の１つで西麻布にあるフラ

ンス料理店「ＴＯＵＭＩＮ」で、井口和哉シェフによる「とっとりジビエ料理講習会」を開催し、10名

の料理家に参加いただいた。 

素材の良さに加え、井口シェフの高い料理の腕前により、感動的に美味しい料理が仕上がり、参加者

から好評をいただき、各自のＳＮＳでとっとりジビエの品質の良さとレストランフェアについて御紹介

いただいている。 
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■令和7年1月22日（水）とっとりジビエ料理講習会 東京都港区西麻布2丁目24-14 ＴＯＵＭＩＮ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左から、鹿肉のタルタル、鹿肉のコンソメ、鹿肉の炭火焼き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■プレスリリース    ■料理王国Ｗｅｂサイト 
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令和７年２月２１日
農地・水保全課

【新規分】
主　務　課 工　　　事　　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 契　約　金　額 工　　　　　期 契約年月日

農地・水保全課 東伯郡 株式会社共栄組 186,010,000円 令和7年4月11日 令和7年2月14日
（中部総合事務所農林局） 琴浦町 代表取締役　山崎　稔 （予定価格） ～

松谷 186,274,000円 令和8年3月12日

一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

入　札　方　法
松谷第３ため池改修工事
（その３）

制限付
一般競争入札

（１社）
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